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山
やま

茶
ぢゃ

碗
わん

平安時代末期から室町時代（12～14世紀）
にかけて、庶民向けの日常雑器として大量
に作られた。釉薬はかけておらず、粗雑な
作りになっている。
みよしでは12世紀中から14世紀初めまで
生産された。５世紀の須恵器生産から始ま
った猿投窯は14世紀初めの山茶碗を最後に
900年の歴史に幕を下ろした。

年表
時代 元号 年 内　　　　　容
奈良

平安

鎌倉

室町

江戸

明治

正暦４
長和年間
寛仁３

元弘 ３
正平 ９
貞治年間
応永 ８
応永20
永享 ３
寛正 ５
享禄 ４
天文 ２
弘治２～永禄２
永禄 ３
元亀 ２
天正元
文禄 ４
慶長 ４
慶長11
寛永元
寛永12
寛永年間
寛文11
元禄 ４
元禄 ８
元禄11
宝永 ２
正徳 ２
安永 ６
寛政 ５
天保12
安政 ２
文久元
明治４
明治 ６

7世紀末～
10世紀初め
993

1012～1017
1019

12世紀初め～
14世紀初め
1333
1354

1362～1368
1401
1413
1431
1464
1531
1533

1556～1559
1560
1571
1573
1595
1599
1606
1624
1635

1624～1644
1671
1691
1695
1698
1705
1712
1777
1793
1841
1855
1861
1871
1873

みよしの猿投窯で貴族向けの灰釉陶器、緑釉陶器などの窯業が盛んとなる

医王寺開山
天台宗円明院阿弥陀寺創建
三好八幡社創建
中世のみよしの猿投窯で日用雑器の山茶碗の窯業が盛んとなる

鎌倉幕府滅亡
打越で八幡大菩薩、伊勢大明神、春日大明神を祀る（現打越神明社）
塚本信盛が南莇生村に氏神として正八幡宮を建立（現莇生神社）
明知猿投八王子の社殿建立（現明知八柱社）
祐福寺玄通大和尚の隠居庵として光明寺発足
西一色神明社創建
蓮如上人の弟子の子が念仏道場を開き、大覚寺となる
大乗寺、浄土宗西山深草派石塔山満福寺として再興
与願寺開創
織田軍勢と今川・松平軍勢が福谷城近辺で戦う
伊豆原重房、桶狭間戦死者を弔う十一面観音を奉請し、南溟山無量寺となる
福谷城の戦いの死者を弔う念仏庵が寺となる（現福谷寺）
室町幕府滅亡
新屋天王神社「牛頭天王」として勧請
打越宝林寺創建
新屋八龍神社雨乞いの神として勧請
全海寺創建
明知神明社創建
酒井伍兵衛ら福田原新田の開拓始める
禮善寺再興
祐福寺の僧の隠居寺として西一色薬師堂開創
黒笹八幡神社社殿を建立
南溟山無量寺、現在の地に移り高根山無量寺と改称
旧観音寺、堤村端応寺末寺観正寺として再興
諸国巡礼の行者明知にて死亡。村人が供養し地蔵堂を建てる
海福寺、堤村西山から福田に移転
莇生新田に宝林寺梅橋隠居所発足（現薬王寺）
小嶋平兵衛、加茂碧海7カ村の割元庄屋となる
天王神社の山車制作
三好稲荷閣、満福寺境内に遷座
打越の八幡大菩薩・伊勢大明神・春日大明神を、神明社と改称
三好学校、医王寺南側に創立
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  ………………………… 18

  新
あら

屋
や
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  ………………………… 10
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  …………………………… 20
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  …………………… 20
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  ……………………… 52 

  弥
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地
ち
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く

  ……………………… 52

  福
うき
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がい

  …………………………… 40

  福
うき

谷
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寺
じ

  ………………………… 40

  福
うきがいじょうし

谷城址  ……………………… 42

  福
うきがいやはしらしゃ

谷八柱社  …………………… 42 

  打
うち

越
こし

  …………………………… 32

  打
うち
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こし

神
しん

明
めい

社
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  …………………… 32

  打
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村
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  …………………… 35

  江
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戸
ど

時
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代
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  ………………… 22

  おくに大
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明神  ………………… 13

  小
お

野
の

田
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又
また

蔵
ぞう

  ………… 31，32，36

  御
おん

嶽
たけ

神
じん

社
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（新
あら

屋
や

） ……………… ９

  御
おん

嶽
たけ

神
じん

社
じゃ

（打
うち

越
こし

） ……………… 35

か  海
かい

福
ふく

寺
じ

  ………………………… 23

  灰
かい

釉
ゆう

陶
とう

器
き

  ……………………… 57

索引
時代 元号 年 内　　　　　容
明治

大正
昭和

平成

令和

明治15
明治31
明治39
明治42
〃
明治43
大正 ７
昭和 ５
昭和 ９
昭和12
昭和13
昭和17

昭和21
昭和23
昭和26
昭和29
昭和32
昭和33
昭和36
昭和37
昭和38
昭和40
〃
〃
昭和45
昭和46
昭和48
昭和54
昭和56
平成 ３
平成 ４
平成 ５
平成15
平成22
令和 ５

1882
1898
1906
1909
〃
1910
1918
1930
1934
1937
1938
1942
このころ
1946
1948
1951
1954
1957
1958
1961
1962
1963
1965
〃
〃
1970
1971
1973
1979
1981
1991
1992
1993
2003
2010
2023

宝林寺梅橋隠居所、無量寺説教所と称す（現薬王寺）
莇生神社の祭礼等に奉納した芝居の演目と配役の額奉納
三好村、莇生村、明越村が合併し三好村となる
南莇生の正八幡宮、八幡社と愛宕神社等莇生村の神社を合祀して莇生神社と改称
宮大工小野田又蔵頌徳碑、平針街道に建立
皇太子嘉仁親王（のちの大正天皇）、大慈山にて陸軍演習統覧
遠州豊岡より護国山法光庵を移転し、法光寺とする
県有林払下げを受けて明知下区内の墓地を集約し西山墓地を造成
弥栄で不良土開発始まる
熊崎惣二郎、三好八和田山開発、区画整理し、別荘、遊園地造成
打越で大正末期に豚コレラが流行し、豚の供養に馬頭観音を建てる
東明で開拓始まる
無量寺説教所、曹洞宗薬王寺となる
宝栄で開拓土地の払い下げ始まる
４月 東山地域の三開拓地域、東山行政区として発足
高嶺で開拓始まる
日中戦争～第二次世界大戦の戦没者慰霊碑―殉國戦士之碑建立（三好八幡社）
三好池工事始まる。 工事竣工ー昭和34年(1959)
三好町制施行
愛知用水通水
４月 高嶺行政区発足
５月 好住行政区発足
１月 三好農場跡に名古屋刑務所移転
７月 中島行政区発足
10月 ひばりヶ丘行政区発足
４月 あみだ堂行政区発足
４月 山伏行政区発足
４月 平池行政区、上ヶ池行政区発足
名鉄豊田線開通 黒笹駅、三好ヶ丘駅開業
三好町北部ニュータウン開発工事始まる
１月 三好丘行政区発足
４月 三好丘旭行政区、三好丘緑行政区発足
４月 三好丘桜行政区発足
４月 三好丘あおば行政区発足
１月 みよし市施行
３月 三好池耐震工事事業完了
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明寺  ………………………… 26
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  …………………… 16

  金
こん

毘
ぴ

羅
ら

宮
ぐう

  ……………………… 22

さ  境
さかいがわ

川  …………………………… ８
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  ………………………… 57
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  ………………………… 34
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  ………………………… 60
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  ………………………… 25
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は　じ　め　に

　本研究会は、自分たちの生活の場である郷土みよしの歴史を
学ぼうとする人々の集まりである。
　郷土みよしの歴史を学ぶ手がかりとして、日ごろ自分たちが
目にしている身近な文化財や遺跡、また普通の人々の暮らしに
関わる物や道具なども見学してきた。

　身近に見られる文化財や遺跡などの見学調査を数年続けた結
果、現在のみよし市を形成している各行政区には文化財や普通
の人々の暮らしの跡を示すことがらがたくさんあることが分
かった。また、現在行政区と呼ばれている各地区には、それぞ
れ他の地区とは違った生活や文化があることも分かった。

　この本は、会員が見学調査してきたことを目に見える形（写
真や地図）にして、短くて分かりやすい説明文を添えることに
より、郷土みよしの歴史を学ぶ手がかりにしようとまとめたも
のである。

　この小冊子ご覧になられたみよし市民の方々が、お互いの地
区だけでなく他の地区の歴史をも理解し、みよし市民としての
つながりを感じとられることができれば、大変喜ばしいことで
ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年 10 月
　　　　　　　　　　　　　　　　　みよし市郷土史研究会

お　わ　り　に

　平成28年12月に発足したみよし市郷土史研究会は、身近な地域の歴史
を学ぼうという主題で研究を進めてきた。年度ごとの歩みは次のとおり
である。
　平成29年度　みよし市指定史跡（福谷城跡、古窯跡Ｋｰ27の見学）
　　（2017)
　平成30年度　各行政区にある文化財、史跡の見学調査（福田、打越、
　　（2018）　　明知上、明知下）
　令和元年度　文化財、史跡の見学調査（莇生、福谷、黒笹、三好丘）
　　（2019)
　令和２年度　文化財、史跡の見学調査（三好上、三好下、西一色、
　　（2020）　　新屋）
　　　　　　　・市協働推進課「がんばる地域応援補助金」制度に応募
　令和３年度　・　同上　決定（３カ年間計画の初年度）
　　（2021）　　東部開拓地（東山区、高嶺区）の古老座談会開催
　　　　　　　『目で見るみよしの歴史』編集委員会成立
　　　　　　　・各行政区の見学箇所の選択、写真撮影、プリント
　　　　　　　・各行政区の頁についての写真の割付、説明文の執筆
　令和４年度　同上（２年度）
　　（2022）　　・各行政区の頁についての検討、印刷原稿の校正
　　　　　　　・本としての体裁―総記（表紙、年表、索引等）検討
　令和５年度　同上（３年度）
　　（2023）　　・印刷製本
　　　　　　　・発行、配本

　人の住む所に歴史あり、どの地区にも先人の暮らしを物語る目に見え
る文化財や史跡があることを念頭に郷土みよしの歴史をまとめてきた。
小さな本であるが、会員が力を合わせてより良い歴史の本を提供できる
よう尽力した。郷土のみよしの歴史をひもとく際の参考になれば幸いで
ある。
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この本を創る契機を与えて頂いたみよし市協働推進課、みよし市立歴
史民俗資料館始めご協力頂いた方々に篤くお礼を申し上げます。
この本をお読み頂いた方々には、ご感想などを会員にお話頂ければ幸
いです。　
　令和５年10月
　　　　　　　　　　　　　　　　　みよし市郷土史研究会員一同
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